
オ
シ
|
オ
タ

屋
蚊
と
い
ひ
、
高
治
四
年
四
且
廿
六
日
米
出
村
光
事

寺
同
来
醤
に
押
水
庄
内
小
川
村
と
あ
る
か
ら
、
=一箇

の
庄
の
惣
名
を
抑
水
庄
と
い
っ
た
と
見
え
る
。

オ
シ
ミ
ヅ
ナ
カ
ノ
シ
ョ
ウ
押
水
中
ノ
度

調
咋

却
に
闘
し
、
務
政
時
代
で
は
、
北
川
尻
・冬
野
・坪
山
・

正
友
・紺
屋
町
・
夜
間
・東
野
・
御
館
三
日
町
・上
回
・

上
聞
出
・
中
野
・山
附
・貸
淫
の
十
四
ヶ
村
を
含
ん
で
時

た。
オ
シ
Z
ヅ
ノ
ヰ
押
水
井

刑
制
咋
制
紺
屋
町
に
あ

る
。
貸
踏
の
岱
上
に
、
『
紺
屋
町
村
筒
押
水
清
水
。
此

清
水
郷
庄
之
名
の
起
本
に
て
則
押
水
大
市
川
庄
と
市
偲

候
。
』
と
あ
る
。

オ
シ
ヤ
リ
ザ
ン

御
舎
利
山

白
山
の
則
山
の
頂

上
か
ら
花
に
途
を
取
っ
て
御
前
岳
に
向
か
ふ
と
き

は
、
す
ぐ
線
高
二
三
八

O
米
許
の
山
が
あ
る
。
そ
れ

脅
御
A

管
制
山
と
い
ふ
。

オ
シ
ロ
イ
ヤ
キ
白
粉
曲
目
加
越
能
銘
記
に
金
持

之
名
物
を
列
怨
し
た
う
ち
に
、
『
大
脳
之
瓦
、
浅
野
，

焼
物
、
同
白
粉
銭
。
』
と
あ
る
。
河
祐
郡
浅
野
村
で
鉛

を
焼
い
て
白
粉
を
製
し
た
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

オ
シ
ロ
ウ
シ
ロ
マ
チ
御
城
後
町

i
ウ
シ
ロ
マ

チ
後
町
。

オ
シ
ロ
カ
h
F

御
減
方

加
賀
滞
で
は
年
寄
二
人

を
以
て
、
一
切
城
廓
に
闘
す
る
こ
と
を
キ
任
せ
し
め
、

そ
れ
を
御
減
方
主
附
と
い
う
た
。

オ
シ
ロ
ギ
ン
御
披
銀

出
川
の
公
開
仰
に
搬
す
る
銀

子
を
い
ふ
。

御
城
銀
を
務
士
に
貸
附
し
て
そ
の
利
子

秒
一
枚
め
た
こ
と
は
、
凶
思
統
抄
郎
総
明
目
的
元
年
十
一

且
二
十
日
附
の
文
書
に
見
え
、
銀
座
武
兵
衛
が
そ
の

取
扱
を
な
し
、
利
子
は
年
一
山
間
半
で
あ
っ
た
。
叉
御

城
銀
を
奔
倍
す
る
人
々
に
差
出
さ
し
め
た
寛
文
二
年

の
容
詞
も
向
お
に
縦
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

オ
l
Zポ
y
岡
市
三
年
凡

E
車
保
博
に
鼎
せ
ら

れ
た
米
凶
人
で
、
七
眼
的
尽
既
に
於
い
て
英
糾
荷
数

一
十
四
人
で
、
い
づ
れ
も
前
川
利
家
か
ら
利
治
時
代
ま

授
し
た
が
、
=一年

m
m
mの
金
抑
致
辺
町
に
A
H
併
す

一
で
の
端
で
あ
る
と
い
ふ

o
m永
初
咋

υ来
御
切
米
あ

る
に
及
ん
で
之
に
仰
じ
、
八
月
契
約
の
則
樹
ち
て
僻

一
イ
山
山
五
十
一
1
級
、
或
は
六
十
山
山
骨
川
凶
作
と
l
た
。

隠
せ
ら
れ
た
。
ォ
I
ス
ポ

γ
の
服
俸
は
、

一
ヶ
月
百

一

オ
ダ
イ
ク
ガ
シ
ラ

御
大

工
頭
白
木
沢
年
七
月

五
十
路
で
あ
っ
た
。

一
朗
H
大
問
主
制
術

門

安
川
八
郎
右
衛
門
の
商
人
に

オ
ス
マ
ヒ

御
佳
居
前
川
仰
携
の
夫
人
は
将
筑

一
命
ぜ
ら
れ
、
附
級
は
拠
力
の
下
、
御
歩
の
上
と
定
め

徳
川
{
車
問
の
女
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
糾
右
前
脅
御
佐

一
ら
れ
‘
御
円
見
キ
-
仰
付
け
ら
れ
、
都
万
そ
泊
さ
れ
た
。

目的と

m
L、
駈
っ
て
そ
の
夫
人
や
も
し
か
い
う
た
。

一
次
い
で
元
文
二
年
九
月
絹
川
十
郎
右
衛
門
が
命
ぜ
ら

『位
R
b内
々
拝
受
之
口
問
』
な
ど
L
あ
る
の
は
、
こ
の
一
れ
て
三
人
と
な
り
、
以
来
説
作
六
十
依
或
は
七
十
依

オ
主
力
ラ
グ
ラ

御
費
一
搬
出
山
把
に
裂
の
地
の

h
v
-
7
 

持
味
で
あ
る
o
後
狩
務
の
椴
巾
納
一」固
に
界
ろ
に
及
ん

一
荷
受
け
た
。
白
Mm十
一
年
九
月
篠
川
mu右
衛
門
・
安
こ
と
青
い
う
た
次
に、

『池
上
一

附
去
=
宿
命
的
ぺ
或

で
、
御
守
山
間
と
僻
す
る
こ
と
世
詐
さ
れ
た
O

M

人
附
子

一
川
山
吉
郎
右
衛
門
総
出
血
の
後
巾
総
し
た
が
、
安
永
二
年

一
一苫
忌大
仰
紳
石
。』

と
あ
る
は
、
金
子
有
姿
の
白
山
史

な
ど
の
院
で
、
御
山
町
と
い
は
ぬ
も
の
ψ
御
川
町
と
い

・
二
月
十
八
日
間
川
三
郎
布
術
門
・
川
訟
久
之
丞
之
に

一
に
『共
同
背
有
=
孤
能
↓
時
五
六
丈
。
杭
十
四
市
丈。

う
た
こ
と
も
あ
る
。

一
任
じ
、
文
化
七
年
十
一
月
一
一
J
t
抗
日
抗
上
庄
右
勧
門

一
俗
日
=
卸
説
。
此
雌
下
動
有
司白
石

d

』
と
い
ふ
も
の
に

オ
ソ
シ
サ
マ
ダ
イ
モ
タ

御
祖
師
様
題
目
視
同

一
が
命
ぜ
ら
れ
る
に
及
ん
で
ま
た
=
一
人
と
な
っ
た
。

一
同
じ
〈
、
い
づ
れ
も
今
い
ふ
オ
タ
カ
一
フ
グ
ラ
の
こ
と

叩
で
、
日
犯
宗
の
信
者
が
、
与
季
M

昨
夜
交
指
に
脅
む

一

オ
ダ
イ
テ
ト
ウ
ド
リ
ヤ
ヲ

御
大
工
様
取
役

箆

一
で
、
御
前
馬
と
大
汝
吊
と
の
聞
の
一
躍
角
で
あ
る
。

御
前
を
い
」
。

一
一円
十
一
年
十
一
一
月
凶
川
=
一郎
れ
衛
門
・
川
溢
久
之
-ぷ

一
文
白
山
遊
間
比
例
設
に
回
開
場
担
キ
一
引
用
し
て
、

a
g二

オ

γ
バ
マ
ハ
リ

御
側
廻
滞
引
に
町

HK近
悼
す

-
は
御
大
工
純
取
引
な
あ
ぜ
ら
れ
、
御
大
工
聞
の
跡
役

一
年
六
且
白
山
の
閉
山
に
詳
除
内
、
七
日

ZHて
・も
消
え

る
諸
士
で
、
御
側
間
人
と
も
御
近
mu御
用
人
と
も
御

一
に
任
じ
た
が
、
安
ホ
一
一
年
一
一
人
共
に
御
大
工
聞
に

一
な
か
っ
た
伐
に
、
誤
殺
悉
〈
制
訴
し
、
西
牧
の
時
に

次
廻
と
も
い
ひ
、
滞
米
の
頃
は
次
に
担
寸
評
円
が
之
に

一
巡
ん
だ
。

一
去
っ
て
編
戸
手
を
空
し
〈
し
て
俄
に
諮
っ
た
。
こ
り

臨
し
て
ゐ
た
。
御
用
郎
殴
凹
入
、
内
一
人
は
人
持
制

一

オ
ダ
イ
タ
ナ
ミ

御
大
エ
並

浪
川
六
助
に
切
米

一
際
F
説
卜
部
良
酬
明
は
家
箆
を
傾
け
て
窮
民
宇
一
致
っ
た

か
ら
出
た
o
拠
取
次
凶
主
人
、
御
延
問
削
巾
か
ら
之

一
一台
イ
山
山
特
例
は
っ
て
御
大
工
品
に
任
じ
、
大
工
肝
煎

一
が
、
財
力
治
に
及
ば
な
か
っ
た
の
で
、
白
紙
に
山
首
h
d

p一
勤
め
た
。
配
服
役
八
人
、
袋
小
将
か
ら
抑
め
た
。

一
宇
一
勤
め
た
と
い
ふ
が
、
こ
れ
は
前
川
利
院
の
初
期

U
一
質
問
腕
に
烹
っ
て
祈
っ
た
所
、
各
村
の
竹
林
皆
目
そ
結

御
近
習
勤
仕
十
六
人
.平
士
か
ら
勤
め
、以
前
は
御
忠

一
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
も
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う

一
ん
で
、
硝
州
民
お
に
死
を
町
出
る
、
こ
と
を
得
た
と
の
こ

聞
方
と
稿
し
た
も
の
。
そ
の
他
御
茶
政
一
人
が
あ
っ

一
が
抑
か
で
な
い
。
安
永
八
年
正
月
十
三
日
搾
阜
忠
平

一
と
が
間目さ
れ
て
ゐ
る
。

民
拘
の
こ
L

に
祈
っ
た
の
も

た
。
ま
た
御
近
間
勤
仕
中
に
一間
取
凹
入
所
む
〈
O

外

一
が
亦
之
に
再
抱
へ
ら
れ
、
切
米
三
十
冗
依
宇
一受
け
て

一
一
梢
れ
と
い
ふ
名
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
忠
は
れ
ろ
。

に
脱
出
を
置
き
、
凶
取
と
共
に
品
川
め
し
め
た
こ
と
も

一
御
細
工
面
に
制
し
た
。

一
後
世
に
買
っ
て
詣
舜
の
入
k

、
絹
食
ぐ
ら
ゐ
で
は
滋

あ
る
。

一

オ
生
オ
リ
ベ

織
田
綾
部

緑
川
有
繁
の
ご
男
副

一
足
し
得
ず
、迭
に
資
厳
に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ら
号
。

オ
ダ
イ
ク

御
大
工

務
の
建
築
に
従
山
中
す
る
大

一
内
守
長
年
の
=
一子
。
初
め
左
近
。
前
川
利
。
聞
に
仕
へ

一

オ
主
主
主
サ
シ

御
盛
刺

抑
仙
の
投
職
の
占
有
合
い

工
酬
明
於
で
、
御
作
取
奉
行
に
邸
す
る
。
門
中
〈
そ
の
姓

一
て
=
一千
石
そ
慌
し
、
後
前
川
利
治
に
従
ひ
て
大
山
川
寺

一
ひ
、
御
作
郡
田
硝
行
の
支
配
で
あ
っ
た
。
前
倒
利
家
の

名
を
間
間
抑
制
す
る
も
の
は
栂
本
惣
右
術
門
・
木
村
山
叫
左

一
に
作
き
、
承
胞
ご
年
常
一
部
一に
泣
き
丸
、
明
Mm
三
年
江

一
時
山
町
際
兵
衛
之
そ
勤
め
、
延
箆
八
年
十
且
に
は
若

衛
門
・栗
林
太
右
衛
門
・
三
宅
四
郎
左
衛
門
中
島
茜

一
戸
に
即
日
し
た
。
そ
の
子
も
亦
総
部
と
都
し
た
が
二
千

一
林
蘭
左
衛
門
・
寺
凶
粥
右
衛
門
が
召
出
さ
れ
て
十
石

左
衛
門
、
共
の
外
舟
木
三
郎
兵
衛
・影
山
諮
兵
衛
・前

一
抗
百
石
青
山
田
ぎ
、
延
貸
元
年
四
四
L
た。

一
充
を
脇
は
っ
た
。
叉
点
字
元
年
松
村
市
郎
右
衛
門
を

ホ
九
左
甜
門
・栗
林
仁
左
面
門

-M
川
七
郎
左
面
門
の

一

オ
ダ
ガ
メ
お
だ
が
品

九

百

出

し

て
こ
十
伎
を
典
へ
ら
仇
た
が
、
f
の
日
筏
町

一
一一

小
怖
の
向
、
来
物
国
民
の
家
艇
に
仲
町
来
人
の
た
め
川
山
町

を
設
け
で
あ
っ
た
が
、
之
や
一慨
人
お
だ
が
め
と
抑
制
し

た
。
秘
病
青
山
忠
へ
る
者
が
こ
、
に
花
そ
手
向
け
て
用

を
足
せ
ば
必
ず
M
T
回
附
す
る
と
い
は
れ
、
そ
の
全
快
し

た
者
か
ら
給
対
な
ど
の
閉
山
宇
川
町
け
で
あ
っ
た
。
来
初

屋
の
退
去
し
た
後
そ
の
家
は
風
呂
屋
と
な
っ
た
が
、

向
こ
の
似
所
が
あ
b
、
前
田
但
の
俗
習
も
絶
え
な
か
っ

た。


